
村
の
鎮
守
か
ら
都
会
の
鎮
守
へ

　
小
汐
井
神
社
　
宮
司
　
宇
野
日
出
生

豊
富
な
地
域
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ

て
今
も
草
津
で
は
造
り
酒
屋
が
、
こ
の
名
水
を

使
っ
て
地
酒
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
水
天
宮
の
池

水
も
地
下
水
で
、
手
水
鉢
の
水
も
地
下
水
を
四
六

時
中
汲
み
上
げ
た
も
の
で
す
。
手
水
鉢
の
横
に
は

蛇
口
を
二
カ
所
設
け
て
お
り
、
お
参
り
の
方
々
は

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
に
給
水
し
て
、
お
茶
や
コ
ー

ヒ
ー
な
ど
の
飲
用
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
草
津
駅

周
辺
は
一
気
に
都
会
化
し
た
た
め
、
今
や
名
水
を

一
般
の
方
が
自
由
に
取
得
で
き
る
の
は
、
当
社
の

地
下
水
（
御
神
水
）
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な

お
小
汐
井
神
社
の
「
水
み
く
じ
」
は
、
こ
の
御
神

水
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
都
会
の
神
社
で
は
あ
り
ま
す
が
、

写真１　小汐井神社拝殿・本殿の後方にそびえるマンション群

写真２　流れを絶やさぬ手水鉢の地下水

　

草
津
市
大お
お
じ路

に
小お

汐し
お

井い

神
社
が
鎮
座
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
草
津
駅
か
ら
徒
歩
五
分
の
距
離
に
あ
り
、
林

立
す
る
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
や
軒
を
連
ね
る
商
業

施
設
に
接
し
、
境
内
に
は
神
社
直
営
の
立
体
駐
車

場
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
が
広
い
面
積
を
占
め
、
さ

な
が
ら
「
都
会
の
神
社
」
と
し
て
の
オ
ー
ラ
が
見

て
取
れ
ま
す
【
写
真
１
】。　

小
汐
井
神
社
の
御

祭
神
は
、
天
照
大
神
の
三
女
神
の
一
柱
で
あ
る

「
田た
ご
り
ひ
め
の
み
こ
と

心
姫
命
」
で
す
。
女
神
様
を
お
祀
り
し
て
い

ま
す
の
で
、古
来
の
社
名
は
「
女
體
大
権
現
」「
女

體
大
明
神
」
と
称
し
て
い
ま
し
た
。
享
保
十
一
年

（
一
七
二
六
）
銘
の
手
水
鉢
に
は
女
體
大
権
現
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
【
写
真
２
】。
明
治
十
一
年
（
一

八
七
八
）
に
は
、
社
名
を
「
小
汐
井
神
社
」
と
改

め
ま
す
。
命
名
は
昔
か
ら
本
殿
の
後
方
に
あ
っ
た

「
小
汐
井
」
と
称
す
る
古
池
に
ち
な
み
ま
す
【
写

真
３
、
右
上
部
に
「
小
汐
井
ノ
池
」】。
今
は
そ
の

池
の
中
央
に
水
天
宮
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
が
、
往

事
の
よ
す
が
を
唯
一
現
在
に
伝
え
て
い
ま
す
。
そ

も
そ
も
境
内
や
周
辺
一
帯
は
、
昔
か
ら
地
下
水
の



昔
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
神
社
に
は
永

享
十
二
年
（
一
四
四
〇
）
の
造
立
棟
札
が
残
さ
れ

て
い
て
、
は
る
か
室
町
時
代
に
は
崇
敬
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。
江
戸
時
代
に
な
り
ま

す
と
、
草
津
は
東
海
道
と
中
山
道
の
分
岐
点
と
し

て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、

小
汐
井
神
社
は
中
山
道
最
初
の
神
社
と
し
て
賑
わ

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
鎮
座
す
る
大お
ち
の
い

路
井
村
の
集

落
規
模
は
小
さ
な
も
の
で
、幕
末
の
嘉
永
元
年（
一

八
四
八
）
で
四
十
六
戸
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七

八
）
で
も
七
十
六
戸
で
し
た
。
現
在
は
約
四
千
六

百
戸
で
す
か
ら
、
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
境
内
に
も
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
明
治

十
九
年
（
一
八
八
六
）
に
は
境
内
鳥
居
前
の
道
路

拡
幅
事
業
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
殿
以

下
の
移
動
・
改
築
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時「
小

汐
井
池
」
を
埋
め
る
こ
と
は
崇
敬
上
忍
び
な
い
と

の
理
由
か
ら
、
本
殿
を
池
よ
り
更
に
後
面
ま
で
退

歩
さ
せ
た
の
で
し
た
。
ま
た
本
殿
も
か
な
り
傷
ん

で
い
た
の
で
再
建
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
現
在
の
本

殿
で
す
【
写
真
４
】。

　

さ
ら
に
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
明
治
二

十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
た
こ

と
で
す
。
湖
東
鉄
道

（
Ｊ
Ｒ
琵
琶
湖
線
）

と
関
西
鉄
道
（
Ｊ
Ｒ

草
津
線
）
の
分
岐
点

と
し
て
草
津
駅
が
設

け
ら
れ
、
駅
一
帯
は

一
躍
脚
光
を
浴
び
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

広
い
敷
地
に
駅
舎
が

建
設
さ
れ
る
と
、
多

く
の
人
び
と
の
利
用

が
始
ま
り
ま
し
た
。

神
宮
参
詣
の
主
要
路

線
と
も
な
り
、
乗
り

継
ぎ
待
ち
の
人
の
た

め
に
駅
周
辺
に
は
飲

食
店
や
旅
館
が
で
き

ま
し
た
。
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
の
草
津

駅
利
用
人
員
は
、
年
間
約
二
十
万
人
。
ち
な
み
に

現
在
は
九
百
万
人
で
、
県
下
一
で
す
。
草
津
駅
界

隈
の
急
速
な
発
展
が
起
こ
り
、
こ
れ
が
今
に
見
る

景
観
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

小
汐
井
神
社
は
県
都
の
玄
関
口
と
も
い
わ
れ
る

Ｊ
Ｒ
草
津
駅
に
ほ
ど
近
く
、
都
心
の
神
社
と
し
て

多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
ま
す
。
ビ
ル
群
に
囲
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
都
会
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
も
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。

写真３　小汐井神社境内図（明治時代初期）

写真４　小汐井神社本殿


